
競技・審判上の注意 

この大会は、令和５年度（公財）日本バドミントン協会競技規則および大会運営規程ならびに公認審判員規
程、令和５年度第２４回全日本中学生バドミントン選手権大会大会開催要項および参加細則により行います。
その他は、ブロック代表者会議の決定事項・監督会議での確認事項に準拠し運営します。 
【使用用器具等】 
１ 使用用器具は、（公財）日本バドミントン協会検定・審査合格用器具とします。ただし、使用シャトル
は、（公財）日本バドミントン協会第１種検定合格球以上とし、環境に合致したスピードのシャトルを使
用します。 

２ シャトルは試打してありますので、選択は認めません。また、シャトルの交換については主審が決定し
ますので、指示に従ってください。  

３ プレーヤーは、マッチ中、ステンシルマーク入りのラケットの使用はできません。 
４ 審判は、すべて大会本部にて行います。主審 1 名、線審は２名線審で行います。ただし、準決勝以降は
４名線審、サービスジャッジを配置します。 

５ サービスジャッジ（サービス高測定器を使用）は、決勝トーナメント戦準決勝より配置します。その他
のマッチ（試合）においては、原則として配置しません。 

６ 競技中の服装について，色付き着衣を使用する場合には、(公財)日本バドミントン協会審査合格品とし
ます。マッチ（試合）前に主審がチェックします。 

７ 上衣の背面中央に必ず都道府県名を明示してください。都道府県名は１行で表示してください。文字列、
は明瞭な文字を使用し、文字の色は上衣背面の文字列表示部分の色と明確に区別できる色とします。ゼッ
ケンを使用する場合、白の布地で縦１５ｃｍ、横３０㎝の大きさを基準とします。 (ゼッケンの場合の文
字の色は、黒色または濃紺色とします。) 
日本中学校体育連盟バドミントン競技部ホームページに掲載されている、『全日本中学生バドミントン 
選手権大会 【着衣表示申し合わせ事項】 <着衣表示>について』をご確認ください。 
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８ 防汗や整髪のために、ハチマキの使用は認めますが、体裁良く結んでください。インナーについては、 
露出する場合は、審査合格品とします。儀礼（開閉会式、試合入退場・あいさつ時）の際は、上衣の裾 
は下衣の中に入れてください。 

９ 会場内では、監督・コーチ・選手は大会実行委員会から発行されたＩＤカードを必ず携行してください。
出場登録選手もＩＤカードの携行を基本としますが、上衣にプリントされた都道府県名の背面表示、ある
いはゼッケンをＩＤカードの代替とすることを認めます。 

１０ ベンチまたはコーチ席に入る時の服装（監督、コーチ、登録選手）は、公認審判員規程第５条第１２項
（８）に従い、マッチ（試合）にふさわしい服装で臨んでください。チームユニフォーム・シャツ、ポロ
シャツ、ブラウス、スラックス、スカートとし、ジーンズや七分丈パンツ、バミューダ、ショートパンツ、
ショーツ、スリッパとサンダルは禁止とします。なお、疑問のある着装については、レフェリー（競技役
員長）が適否判断を下します。また、コーチ席に座る者全てにこの規定は適用されます。 

【競技場への入場可能者】 
１１ 競技場への入場可能者について 
（１）団体戦でベンチ入りができる者は、登録した監督１名・コーチ１名・男子選手３～５名・女子選手３ 

～５名とします。 
（２）団体戦の監督・コーチ・選手の変更については、疾病や傷害などの特殊な場合のみとし、３月２２日 

（金）１４：３０監督会議開始前までに書面（所定用紙）によって大会事務局に申し出てください。な 
お、選手の追加は認めません。 

１２ コーチ席に着席できるのは、登録してある監督・コーチ・選手とします。コーチ席は、２席とします。
ＩＤカードを必ず身につけてください。 

 
 



【競技方法・順位決定方法】 
１３ 予選リーグはブロック戦とし、各ブロック１位のチームが決勝トーナメント戦に進出します。予選リー 

グにおける順位の確定は以下の方法で行います。 
（１）勝敗による 
（２）マッチ率による 
（３）上記（１）（２）が同率の場合、得ゲーム率 
（４）上記（１）～（３）が同率の場合、得ポイント率 
（５）上記（１）～（４）が同率の場合、直接対決の勝利チーム 
※ 棄権の場合、記録は残しますが、上記（２）～（４）の計算においてはすべて２１対０の２対０で敗 
戦したものとして扱います。 

１４ 予選リーグの対戦は勝敗に関わらず、すべてのマッチ（試合）を行います。原則 2面並行で行います 
が、進行が遅れた場合は 3面または 4面に開く場合があります。 
なお、１対戦のマッチ（試合）順序は、男子単→女子単→男子複→女子複→混合複としますが、混合複 

に重複する選手がいる場合、順序を入れ替える場合があります。コート挨拶時に両監督に主審より試合順 
の説明をします。  
※ 具体例  Ａチーム：同一選手が混合複に出場し、男子複に出場する 

Ｂチーム：同一選手が混合複に出場し、女子単に出場する 場合 
＜ ①女子単→②男子複→③男子単→④女子複→⑤混合複 ＞  

１５ 決勝トーナメントは３マッチ先取とし、１対戦のマッチ（試合）順序は、以下の通りとします。 
        ＜ 男子単→女子単→男子複→女子複→混合複 ＞       

※ コートを並行して行いますので、マッチ（試合）の順序に関係なく、勝敗決定後打ち切りとします。 

【試合進行】 
１６ 選手および監督・コーチは、試合開始３０分前には競技会場に到着してください。 

１７ 試合開始予定時刻の３０分前にオーダー交換の放送をします。競技の進行を円滑に進めるため、「オー 
ダー交換」「試合開始のコール」等の放送に十分注意してください。ただし、該当チームがマッチ（試合） 
を行っている場合は対戦終了後、直ちにオーダー交換を行います。提出が遅れた場合、「棄権」とみなす 
場合もありますので注意してください。 

１８ オーダー用紙は、オーダー交換所に提出してください。対戦チームが揃ったらオーダー交換を行います 
ので、指定のあった時刻厳守でお願いします。      
１巡目オーダー提出時刻は、２３日は【８：４０】、２４日は【８：４０】です。２巡目以降のオーダ

ー交換については、放送で案内します。 

１９ 選手および監督・コーチは、試合開始のコール後、直ちにチームでまとまって指定コートに集合してく 
ださい。コール後５分を経過しても集合が確認できない場合は、「棄権」とみなすことがありますので注 
意してください。 

２０ マッチ（試合）の進行状況にあわせて、試合開始時刻・使用コートをコールしますので、放送には十分
注意してください。 

２１ ベンチは主審に向かって右側を若番（対戦表のチーム番号の小さい番号）、左側を遅番（対戦表のチー 
ム番号の大きい番号）とします。 

２２ マッチ（試合）が連続する場合は、次の試合までに少なくとも１０分間以内の間隔を取ります。 

【会場内での公式練習】 
２３ 公式練習割り当て表に従って行います。指定されたコートで行います。シャトルは各チームで用意して 

ください。 

２４ マッチ（試合）前の公式練習では、主審の指示により全ての当該マッチ（試合）の前に両チームとも同 
時に２分以内で行います。ただし、シングルスの場合は、対戦相手と練習をしてください。 
練習球は，各自で準備してください。 

【入場時の携行品】 
２５ 競技フロアーに持って行くものは、選手ＩＤ、交換用ラケット（ケースから出しておく）、着替え用競

技用ウェア、タオル、スクイズボトルや水筒等のドリンク、コールドスプレー類、滑り止め剤までとし、
各自のバッグ等に収容してください。救急セット、その他のものはベンチまたはコーチングシートに置い
てください。 

【主審の許可】 
２６ 水分補給、汗ふき、靴ひもの直し、滑り止めの使用、ストリングスを切ることについては下記の点に留

意し、必ず主審の許可を得てから行ってください。マッチ（試合）を中断しないように心掛けてください。 
 （１）水分補給の際はスクイズボトル・スクイズボトルキャリー・真空断熱スポーツボトル・水筒を使用し

ください。コートサイドにかごやドリンクケースを設置しません。必ずバッグ等を持参し、コートサイ
ドに置き、ドリンクも各自のバッグに収容してください。 



 （２）氷嚢の使用はインターバルのときのみ認めます。また、フロアー内への大きなクーラーボックスの持
ち込みは禁止としますが、ベンチまたはコーチ席の下に入るような小さいソフトケースのものは持ち込
みを可とします。ただし、ベンチまたはコーチ席の下に置き、フロアーを濡らすことのないように十分
注意してくでさい。 

 （３）うちわについては、インターバル時のみ使用を認めます。ただし、叩くなどの音を出す行為は、いか
なる場合でも禁止とします。 

 （４）シューズの滑り止め（シューダスターボードなど）の使用はインターバルのときのみ認めます（主審
の許可は不要です）。プレー中はコートサイドに置いたままにせず、コーチ席に置いてください。 

 （５）ラケット交換時にストリングスを切ることについては、プレーが不当に中断しない範囲で、素早く切
ることができる場合に限り認められます。 

【スコアリングシステム】 
２７ すべての種目を２１ポイント３ゲームマッチ（ラリーポイント制）にて行います。スコアが２０－２０ 

になった場合、その後 ２点リードをしたサイドがそのゲームの勝者となり、２９－２９になった場合に 
は、先に３０点目を得点したサイドがそのゲームの勝者となります。 

【サービス】 
２８ サービス時、シャトル全体が必ずコート面から１.１５ｍ以下であることとします。 

２９ スピンサーブは禁止とします。違反した場合は、フォルトとします。 

【インターバル】 
３０ すべてのゲーム中に、一方のサイドのスコアが１１点になったとき、６０秒を超えないインターバルを 
  認めます。また、第１ゲームと第２ゲームの間、第２ゲームと第３ゲームの間に１２０秒を超えないイン 
  ターバルを認めます。また、インターバルを除き、マッチ（試合）中、主審の許可なしにコートを離れる 
  ことは認めません。 

【アドバイス・移動】 
３１ シャトルがインプレーでない場合で、プレーヤーがサービスとレシーブのために位置につくまでの間

に限り、プレーヤーはマッチ（試合）中のアドバイスを受けることができます。プレーヤーはインターバ
ルを除き、主審の許可なしに、マッチ（試合）中、コートを離れてはなりません。プレーの遅延行為とな
らないよう、十分に注意してください。 

３２ インターバル中に、コートでアドバイスできるのは２人までとします。プレーヤーがエンドを変えた後 
  にアドバイスをし、主審の「…２０秒」のコールでコートから離れてください。（所定の席に着いてくだ 

さい） 

３３ マッチ（試合）中、インプレーでない時のアドバイスはコーチング席に座って行い、マッチ（試合）中
はコートのそばに立つことは認めません。 

３４ 監督・コーチ・マッチ（試合）をしていない選手が他のコートに移動したいときは、必ずインプレーで
ない時に行ってください。 

【抗議・異議、質問】 
３５ 審判の判定に「抗議」や「異議」を唱えることは一切認めません。審判員の判定に対して疑問がある 

場合には、次のサービスがなされる前に、またはエンドを変える前に、当該プレーヤーと監督に限り「質
問」をすることができます。 

【注意・警告・フォルト・失格】 
３６ 以下の違反をしたサイドに主審は警告をします。一度警告を受けた後、再び違反した場合は、そのサイ 
  ドをフォルトとします。目に余る振舞い、執拗な違反には、その違反したサイドをフォルトにします。一 

つのサイドによる警告後の同種の違反行為によるフォルトは執拗な違反とみなされます。 
 （１）体力や息切れを回復するためのプレーの遅延 
 （２）アドバイスを受けることによるプレーの遅延 
 （３）インプレー中にアドバイスを受ける違反 
 （４）プレーを故意に遅らせたり中断したりする行為 
 （５）審判員や観客に対しての横柄な振る舞い、下品で無礼な態度、言動 
 （６）ラケットや身体でネットなどのコート施設を叩くこと 
  （７）耳障りな掛け声や叫び声を発すること 
 （８）競技規則を越えた不品行または不快な行動 

【会場ルール】 
３７ 会場内の施設にシャトルが触れた場合はフォルトとします。ただし、１マッチ中、サービス時にシャ 

トルが天井に触れた場合、1 回目のみレットとします。（会場ルール） 
 

【怪我・事故】 
３８ マッチ（試合）中に怪我や事故が生じた場合は、主審の判断により、マッチ（試合）を中断します。必

要に応じてレフェリー（競技役員長）を呼び、その判断に従います。レフェリーの判断なく、レフェリー



以外の者がプレーヤーに近寄ることはできません。 

３９ 大会医療スタッフは、負傷等により処置が必要なプレーヤーに対して、インターバル中を除き、レフェ
リーの指示で、１選手に１度だけ、マッチ中にスプレーを使用した処置をすることができます。 

４０ 試合中の怪我等の応急処置は主催者で行いますが、その後の処置は各自の責任とします。 

【棄権】 
４１ 棄権について  
（１）当該プレーヤーか監督がレフェリーに申し出てください。（棄権届用紙に必要事項を記載して、提出 
  してください） 
（２）対戦前に対戦相手が棄権となった場合、招集されたコートで勝者は勝者サインをしてください。 
（３）マッチ（試合）を棄権した場合、それ以降の出場はレフェリー判断とします。 
（４）プレーヤーがマッチの開始時にコートに入らず、放送呼び出し後５分以上経過した場合、棄権の措 

置をとることがあります。その判断はレフェリーが行います。 

【禁止行為】 
４２ 競技者の試合中におけるモバイル機器（タブレット・携帯電話 等)・その他電子機器の使用を禁止しま 

す。コートに持ち込む際は必ず電源を切ってください。 

４３ 競技エリア内での撮影は禁止します。（取材・写真販売業者等、あらかじめ許可を得ている者を除きま 
す） 

【その他】 
４４ 今大会、選手は各試合（シングルス、ダブルス）終了時に、主審にお礼の挨拶を行いマナーアップを 

心がけてください。（ただし、握手はなしとします。） 

４５ 交流戦については、『交流試合Ⅰ（予選リーグ２・３・４位交流）および交流試合Ⅱ（予選リーグ１位 
交流）実施要項』に従ってください。 

４６ 全参加チームが予定時に安全な帰着困難が予想される場合（災害、交通状況等によって）は、新たにタ 
イムテーブルを組み直し運営します。また、スコアリングシステムの変更もしくは中止を決定することも 
あります。 


